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バ ル ト ・ス ラヴ民俗 学 に お け る ピウス ツ キ

伊 東 一 郎*

シベリア民族学者として知 られるプロニスワフ ・ピウスツキはザコパ ネに帰還後ポ

ーランド民俗学 とバル ト民俗学にかかわる論文をそれぞれ一篇ずつ発表 している
。本

稿の目的は従来比較的顧み られることの少なかったこのピウスツキのバル ト・スラヴ

民俗学に関する業績の紹介と位置付けならびに評価である。

1.「 リ トア ニ アの 十字 架 」

バ ル ト民 俗 学 に関 す る彼 の 業 績 は リ トア ニ ア の 民 衆 芸術 と して十 字 架 を 取 上 げ た

「リ トア ニ アの 十字 架 」 で,ポ ー ラ ン ド語 と フ ラ ンス 語 の二 つ の ヴ ァー ジ ョ ンが あ る。

最初 に発 表 され た の は フ ラ ンス語 版 で,Ginet-PilsudskiB.,Lescroixlithuanien.

ngs,漁 砺 〃8∬鉱∬85ぬ5'7α(漉oπ8汐 ψ π傭r6∫T.XX,1916[Plx$UDSKII916a]噛 で あ

る。 ポ 』 ラ ン ド語 の もの はPilsudskiB・ ・Krzy乞elitewskie,(Bibloteka``Orlego

lotu"Nr・3),Krak6w,1922[PzxSUDSKI1922]で あ るが,内 容 は フ ラ ンス語 と全

く同 じで あ り,発 表 時 期 が 彼 の死 後 で あ る こ とを 考 え あ わせ る と,フ ラ ンス語 版 の翻

訳 で あ る と考 え られ る。

フ ラ ンス語 版 の テ キス トには ズ ヴ ィグ ロ ッ キ によ る図 版 が 付 せ られ て い る が,執 筆

当時 ピ ウス ツ キが 本 稿 執 筆 の た め に リ トア ニ アを訪 れ た形 跡 はな く,本 稿 は彼 の フ ィ

ール ド ・ワー クの 成 果 で は な く
,主 に文 献 と幼少 時 の記 憶 に よ る もの と思 われ る。

論文 の紹 介 に移 る前 に ま ず リ トア ニ ア と リ トア ニ ア人 につ い て 簡 単 に述 べ て お こ う。

リ トァ ニ ア人 は 印 欧 語族 バ ル ト語 派 に属 す る言 語 で あ る リ トア ニ ァ語 を母 語 とす る

民族 で あ る。 自称 は リェ トゥヴ ィア イ(Lietuviai)。 ロ シ ァの年 代 記 は10世 紀 前 後 に

バ ル ト海 沿 岸 地 域 に居 住 して い たバ ル ト諸 族 の 名を 記 して い るが
,そ れ らの う ち ジ ム

ヂ お よび リ トワが後 の リ トア ニ ア人 とな った。13世 紀 に統 一 国家 を作 り,14世 紀 にポ

ー ラ ン ドと連合 した
。 こ の た め ポ ー ラ ン ドの カ トリ ック文 化 の影 響 を 強 く受 け,現 在

もカ トリ ックが最 も優 勢 な宗 教 とな って い る。18世 紀 末 に は ポ ー ラ ン ドと共 に ロ シア

*早 稲田大学文学部 本館共同研究員
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領 と な る。 ピゥス ッ キ の この 論 文 が書 か れ たの は この よ うな状 況 にお い て で あ る。二

度 の世 界 大戦 で ドイ ッ に 占領 され た が,両 大 戦 下 に独 立 を達 成 した 。1940年 に ソ ビエ

ト連 邦 に加 盟 し,リ トア ニ ア共 和 国 とな る。

同 じバ ル ト族 の 国 ラ トヴ ィア とは異 り,リ トア ニ ア は14世 紀 以 来 ポ ー ラ ン ドの強 い

影響 下 に入 り,貴 族 ・知識 人 は公 用語 と して は ポ ー ラ ン ド語 を用 いて きた 。 ま た この

14世 紀 以 来 リ トアニ ア は事 実 上 の ポ ー ラ ン ド領 とな り,ミ ツ キ ェヴ ィチ を初 め とす る

多 くの ポ ー ラ ン ドの文 学 者 ・知 識 人 を生 み だ して い る。

ピ ウス ツ キの この論 文 は リ トアニ ア の民 衆 芸 術 の特 異 な ジ ャ ンル と して知 られ る十

字 架 を取 上 げ て い る。 これ は リ トア ニ ア の道 端 に しば しば見 出 され る もの で,木 彫 り

の装 飾 で 飾 られ た彫 刻 な ど を伴 って い た。 そ の な か で も お そ ら くポ ー ラ ン ド起 源 の

もの と思 わ れ る 「悲 しみ の キ リス ト」 の モ チ0フ は き わ めて 普及 して いた[NARODY

EVROPEJSKOJCASTISSSRII:93]。 これ は 単 純 な ラテ ン式 の 十 字架 が前 キ リス ト

教 的 な装 飾 の 影 響 下 に変 形 を重 ね て,一 種 の祠 の よ う にな った もの であ る。

本 論 文 の 冒頭 で ピ ウス ッ キ は リ トア ニ ア の民 族 史 的 な 概 観 を し,論 文 執筆 当 時 の戦

渦 を案 じて,戦 争 を大 国 が止 め な けれ ば ヨー ロ ッパ は墓 と十 字 架 の国 にな って しま う

だ ろ う,と 述 べ て い る。 この書 出 しは,死 の直 前 の この 時 期 に ピ ウス ツ キが 「十 字 架 」

とい うテ ー マを 取 上 げ た こ とと考 え 合 せ て も暗 示 的 で あ る。 そ して彼 の 原 稿 執筆 の動

機 は 明 らか に当 時 の ロ シア の辺 境 に過 ぎな か った リ トアニ アの民 族 的 独 立性 を民 俗 学

的 に示 す こ と にあ った 。彼 の生 ま れ た ズ ー ウフ は現 在 の リ トア ニ ァ共 和 国 の 首都 ヴ ィ

ル ニ ュ スの 近 郊 で あ り,リ トアニ アは 彼 の故 郷 で あ った 。 ま た ピ ウス ツ キ家 の家 系 は

リ トア ニ アの 公 爵家 の 出 で あ った とい う伝 説 が あ り,リ トアニ ア は彼 に と って単 な る

地 理 的 な意 味 で の 故郷 に留 ま らず,民 族 的 ア イ デ ンテ ィ テ ィ0に もか か わ る土 地 だ っ

た の で あ る。

本 論 で ピウス ッキ は造 型 芸 術 と して の十 字 架 を 形 態 論 的 ・歴 史 的 に分 類 し,十 字架

上 の装 飾 の意 味 論 的 分析 を行 って いる 。 ピ ウス ツ キ は こ の十 字架 上 の装 飾 を キ リス ト

教 以 前 の異 教 的 シン ボ リズ ム,特 に太 陽 を 中心 と した天 体 崇 拝 と結 びつ けて 論 じて い

るが,こ れ は妥 当な と ころ で あ ろ う。 リ トア ニ ア神 話 の特 徴 の一 つ はそ れ が天 体 神 話

を核 と して 構 成 され て い る こ とにあ るか らで あ る。 ま た この 十字 架 は婚 礼 に 際 して,

疫病 の蔓 延 した 時,収 穫 を祈 願 す る時 な ど に立 て られ[GIMBuTAsl963:plate79],

そ の本 質 は明 らか に 非 キ リス ト教 的 な もの で あ る。 ピウス ッ キは この様 々な機 会 に十

字 架 を立 て る リ トア ニ ア の習 俗 の 中 に森 林 崇 拝 の 影 響 を も見 て い る。

本 論 の締 め く くり と して ピウス ッキ は,異 民 族 で あ る ロ シ ァの支 配 下 にあ る リ トア
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ニア 民族 の文 化 的独 立 の象 徴 と して,こ れ らの十 字 架 を保 存 し守 って い くこ とを 訴 え

るの で あ る。

さて こ こ で リ トァニ ア民 俗 学 にお け る本 論 の位 置 につ いて 考 え てみ よ う。 ポ ー ラ ン

ド人 の学 者 で リ トァ ニ ア の十 字架 に注 目 し,最 初 に論 文 を書 いた の は シュ キ ェヴ ィチ

W・Szukiewiczで,そ の 「ヴ ィル ニ ュス県 に お け る 装 飾 的十 字 架 」Kry乞ezdobne

w gubernji Wilenskiej[SzuKIEwIGzl903]は"〃 漁"の17号(1903)に 発 表 さ

れ て い る。 そ の後 ブ レン シ ュテ イ ンM・Brensztejnの 著 書 『ジム ー ヂ県 の十 字 架 と

祠 一 リ トアニ ア民 族 芸 術 資料 』Kryzyzei kapliczkizmudzkie.漁 彦6磁り//sztuki

Zπ40z吻naLitzvie[BRENSZTEJNl906]が1906年 に ク ラ ク フで 出版 さ れた 。 次 にバ

サ ナ ヴ ィチ ュスJ・Basanavi6iusの リ トア ニ ア語 の著 書 『考古 学 か ら見 た リ トア ニ

ア の十 字 架』Lietuviu kryziai archeologijos svies(加[BASANAVICIUSl912]が ヴ ィ

ル ニ ュス で1912年 に発行 さ れ る。 リ トア ニ ア の十 字 架 を扱 った著 作 と して は ピウス ッ

キの 論文 は これ に次 ぐもの で あ り,西 欧 の言 語 に よ る もの と して は最 初 の もの と思 わ

れ る。以 上 の先 人 の 著作 は彼 の論 文 にた び た び 引用 さ れ て い る。

内容 的 に は・ 本 論 文 は有 名 な彼 の ア イ ヌ あ る い は ギ リヤ ー ク関係 の論 文 の よ う に

長 い住 込 み調 査 の結 果書 か れ た もの で は な く,問 題 提 起 的 な論稿 とい うよ りは多 分 に

啓 蒙 的 な性 格 の もの で あ る。 その 意 義 は従 って西 欧 の 言 語 によ って お そ ら く初 め て こ

の リ トア ニ ア の 民 衆芸 術 を 紹 介 した点 に あ る と言 え よ う。 そ の後 現 わ れ た 西 欧語 で

書 か れた リ トアニ ア民 俗 学 関係 の著 作 に は彼 の 本 論 文 はた び た び参 考 文 献 と して 取 上

げ られ て い る。 例 え ば リ トア ニ ア 出身 の 美 術史 家 ユ ル ギ ス ・バ ル トル シ ャイ テ ィス

JurgisBartur蓉aitisは そ の著 書Lithuanian Folk Art,M�chen,1948[BARTuR§AITIs

1948]の 一 章 を 「十 字架 と祠 」 に あて て い るが,そ の章 の文 献 目録 の 中 に この ピ ウス

ツ キの フ ラ ンス語 論 文 を ひ い て い る。

2.「 ポー ラ ン ド ・タ トラ山系 に お け る高 地 牧 畜 」

ピゥス ツ キの ス ラ ヴ民俗 学 に 関す る,即 ちポ ー ラ ン ド民 俗 学 に関 す る業 績 は主 にザ

コパ ネの タ トラ博 物 館 に お け る彼 の 活動 と結 びつ い て い る。 しか し論 文 の 形 で 彼 が 書

き残 した の は ドイ ツ語 で書 か れ たGinet-Pilsudski B.,Almen-ViehzuchtimTatra.

GebirgeinPolen・ 「ポ ー ラ ン ド ・タ トラ 山 系 に お け る 高 地 牧 畜」Schz�izerisches

オ76肋.宛7V�kerkunde,BandXX,1916[PlxSUDSKI1916b]の み で あ る。 著 者 の 名

に続 け て タ トラ協 会 民 族 学 部 門 主任 とい う肩 書 きが付 され て い る。 興 味 深 い こ とは こ
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の論 文 が,上 述 の 「リ トアニ アの 十 字架 」 と同 じく 『ス イス 民族 学 ア ル ヒー ブ』 の し

か も同 じ号 に使 用 言 語 を 変 え て 発 表 され て い る こ とで あ る。 こ こに は外 国 での生 活 の

安 定 を求 め て の業績 作 りに 努 め る ピウス ッ キの 急迫 した情 況 が うか が え る。

論文 紹 介 の前 に まず 論 文 の 対 象 とな って い るタ トラ山系 につ い て説 明 して お こ う。

普 通 タ ト リと複 数 形 で 呼 ば れ る この 山 系 は,ポ ー ラ ン ドとス ロヴ ァキ ア の双方 に ま た

が る カルパ テ ィァ山 脈 中 の 最 も高 い 山 系 で,そ の最 高 峰 は2655メ ー トル のゲ ル ラホ フ

ス キ ー シ ュ ピ ッ ト山 で あ る。 ポ ー ラ ン ド側 には 現在 タ トラ民族 公 園 が あ り,そ の 中 心

はザ コパ ネ で あ る。 この 地 方 に は グ ラー レと呼 ば れ る 山岳民 が住 み,独 特 な 牧 民 文 化

を展 開 して い た。 この 地方 に牧 羊 を伝 え たの は ヴ ラフ と呼 ば れ る ロマ ンス系 の 牧 羊 民

で あ る。 彼 らは この 地 域 に15-16世 紀 に植 民 して きて羊 と山羊 の飼 養 を広 め た 。 この

地域 で は現 在 に至 るま で羊 の季 節 的移 動 が行 わ れ て い る。 ポ ドハ レの村 か らタ トラ山

系 に向 うのが その ル ー トで あ る[NARODY ZARUBEZNOJ EVROPYI:104]。

本 論 文 も既 に紹 介 した 「リ トア ニ ア の十 字架 」 と同様 に愛 国主 義 的 な動 機 か ら書 か

れ て い る こ と はそ の文 章 か ら も伺 え る。 ロ シア領 で あ った故 郷 リ トア ニ アに対 して彼

が民 族 学 者 と して 活動 した ザ コパ ネ は19世 紀 以 来 オ ース ト リア領 だ った の で あ る。

ピ ウス ツ キ 自身 の注 釈 に よ る と本 論 文 に付 せ ら れ た イ ラス トは1901年 に発 行 さ れ

た マ トラ コ フス キW.Matlakowskiの 『ポ ドハ レの ポ ー ラ ン ド人 の 装 飾 と民 具』

Z40う漉 θ細 γ之4鰯 ゆo`∫んゼθgoηαPo伽 伽,Warszawa,1901[MATLAKOWSKIl9011

か ら取 って お り,筆 者 の調 査 で は テ キ ス トさえ もか な りの部 分 が この 著 作 の 「牧 畜」

の章(116-134ペ ー ジ)に 負 って い る。 ちな み に この マ トラ コフス キの 著書 は上 述 の

「リ トアニ アの 十字 架 」 に も 引用 され て い る。

さ て この 論 文 は タ トラ山系 の牧 羊 民 の牧畜 生 活,チ ーズ作 りの 実 際 と フ ォー ク ロァ

を紹 介 した もの で1),上 記 「リ トアニ アの十 字架 」 と同様,啓 蒙 的 性 格 の 強 い論 文 で

あ る。 そ こ には1912-3年 の ザ コパ ネ にお け る彼 の フ ィー ル ド ・ワ ー クの 成果 が あ る程

度 反 映 され て い る こ とは明 らか で あ ろ うが,し か し彼 が ザ コパ ネで 採 集 した と い われ

る民 謡,諺,民 間 医療 な ど につ いて の デ ータ[KAPELIUS,KRZYZANOWSKIl982:586]

は 引用 され て い な い。 おそ ら く彼 はザ コパ ネを 去 る時 に 自分 の 採 集 した デ ー タを 持 ち

出 した り,筆 写 した りす る こ とが で きな か った の で あ ろ う。 この た め に本 論 文 で は多

分 に記 憶 と,お そ ら く彼 の 手 元 にあ った マ トラ コ フス キの著 書 に 頼 らざ る を得 な くな

ったの で は あ るま い か。

1)ポ ーラン ド・タ トラ山系の牧羊民 のチーズ作 りに関する ビデオニテー クが 国立民族学博 物館

に所蔵 されている。 参照されたい。 また本論 で ピウスツキが紹介 している フォークロアには

「タ トラ山の眠る騎士」の題で邦訳 がある[小 沢1977:149-156]。
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3.結 論

全体 として言うならば,繰 返 しとなるが,以 上の二つの論稿は,彼 のアイヌやギ リ

ヤークについての論文のような,長 期にわたる観察と研究に基いた論文とは異なり,

多分に啓蒙的 ・紹介的な論文であると言えよう。それはしかし当時彼が置かれていた

情況を考えればやむをえないことであった。またその リトアニアとザコパネの民族文

化の紹介は,こ の両地域のロシアとオース トリアからの民族的独立を訴える,と いう

社会的な側面を持っていたことが文章表現から伺えるのである。そ して当時 リトアニ

ア,ザ コパネ両地域に関する西欧語による紹介論文が少なかったことを考えるな らば,

これ らの論文は当時の西欧の学界にとっても,「 民族の独立」 というピウスツキ自身

の悲願にとっても一定の意味を持つものであった,と いうことが言い得るであろう。
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